
セグメント別ハイライト

パワードメイン

火力発電システム（GTCC※1、汽力発電、環境プラント）、原子力機器（軽水炉、原子燃料サイクル・

新分野）、風力発電機器、航空機用エンジン、コンプレッサ、舶用機械

※1 GTCC： Gas Turbine Combined Cycle　※2 ITS： Intelligent Transport Systems

主な事業

2017年度
の概況

世界的に低炭素化、再生可能エネルギーへの転換が加速する市場の影響等を受けて、石炭焚

きが大幅に減少したほか、GTCCの受注台数も大きく減少したことなどにより、連結受注高は、

前年度を下回る1兆4,375億円となりました。連結売上高は、火力発電システムの受注工事が

着実に進捗したほか、航空機用エンジンの増加等により前年度を上回る1兆4,939億円となり

ました。営業利益は、火力発電システムにおけるアフターサービスの採算が改善したものの、原

子力機器が減少したことなどにより、前年度並みの1,089億円となりました。

2017年度
の概況

堅調に推移するインフラ投資を背景に製鉄機械が伸長したほか、先進国を中心とする景気の

拡大基調を受けて、ターボチャージャ、物流機器、冷熱製品等が増加したことなどにより、連結

受注高は、前年度を上回る1兆7,113億円となりました。連結売上高は、受注が堅調であった物

流機器、ターボチャージャが増加したことに加え、商船も増加したことなどにより、前年度を上

回る1兆8,989億円となりました。営業利益は、売上増による増加があったものの、交通システ

ムや化学プラントで減少したことなどにより、前年度を下回る408億円となりました。

主な事業 製鉄機械、環境設備、紙工機械、メカトロシステム、ITS※2、物流機器、エンジン、ターボチャージャ、

冷熱製品、カーエアコン、工作機械、船舶、交通システム、化学プラント

2017年度
の概況

民間航空機でボーイング787向け主翼が増加しましたが、前年度に大型受注があった防衛航

空機と飛しょう体が減少したことに加え、宇宙機器も減少したことなどにより、連結受注高は、

前年度を下回る7,215億円となりました。連結売上高は、H-ⅡAロケットの打上げ機数を伸ば

した宇宙機器が増加したことなどにより前年度を上回る7,229億円となりましたが、営業損益

は、MRJ開発費用の増加等により、151億円の損失となりました。

主な事業 民間航空機、防衛航空機、飛しょう体、艦艇、特殊車両、特殊機械（魚雷）、宇宙機器

インダストリー&社会基盤ドメイン

航空・防衛・宇宙ドメイン
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※3 ターボチャージャ、空調機等の量産品は含まない　※4 MRJの過去の受注額を、2017年度末の受注残高より控除して表示しています。
※5 その他、消去・共通△51億円　※6 航空・防衛・宇宙ドメイン△151億円　※7 その他、消去・共通△81億円

パワードメイン

航空・防衛・
宇宙ドメイン

その他

インダストリー
&社会基盤
ドメイン

※5 ※6,7

INPUT OUTPUT

総資産
54,876
億円

2017年度
営業利益
1,265
億円

売上高
41,108
億円

受注残高
61,116
億円

受注高
38,757
億円

設備投資額
1,440
億円

研究開発費
1,768
億円

従業員数
80,652

名
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